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▽
日
程
　
３
月

日
（
火
）

午
前

時

　
▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ

ー
ビ
ル

令
和
４
年
度
第
２
回

通
常
議
員
総
会

　
令
和
４
年
度
第
５
回
常
議
員
会
が

日
（
火
）
午
前

時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
開
催
さ
れ
、

名
が
出
席
し
た
。
議
事
で
は
、
今
年
度
の
事
業
経
過
を
報
告
し
た
ほ

か
、
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
・
収
支
予
算
（
案
）
、
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連

絡
協
議
会
へ
提
出
す
る
要
望
項
目
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。
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約130人が参加したセミナー

日に開催された常議員会

確定申告の相談に対応する職員

　
令
和
５
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
（
全

国
健
康
保
険
協
会
）
北
海
道
支

部
の
健
康
保
険
料
率
が

・

％
（
令
和
５
年
２
月
分
ま
で

・

％
）
に
引
き
下
げ
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、

歳
か
ら

歳
ま
で

の
方
（
介
護
保
険
第
２
号
被
保

険
者
）
は
、
健
康
保
険
料
率
に

全
国
一
律
の
介
護
保
険
料
率
１

・

％
（
令
和
５
年
２
月
分
ま

で
１
・

％
）
が
加
わ
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会
け

ん
ぽ
北
海
道
支
部
０
１
１
（
７

２
６
）
０
３
５
２
ま
で
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

保
険
料
率
変
更
の
お
知
ら
せ
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令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
６
年
３
月

日
ま
で
の
失
業

等
給
付
・
育
児
休
業
給
付
の
雇

用
保
険
料
率
は
、
労
働
者
負
担

・
事
業
主
負
担
と
も
に
６
／
１

０
０
０
（
農
林
水
産
・
清
酒
製

造
の
事
業
及
び
建
設
の
事
業
は

７
／
１
０
０
０
）
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
０
１
５
４

（

）
１
２
０
１
ま
で
。

　
な
お
、
当
所
の
労
働
保
険
事

務
組
合
で
は
、
労
働
保
険
に
関

す
る
事
務
処
理
の
代
行
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
加
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
当
所
経
営
相
談
課

０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雇
用
保
険
料
率
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
当
所
で
は
、
経
営
の
専
門
家

や
支
援
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

様
々
な
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
で
き
る
よ
う
事
業
者
に

寄
り
添
う
伴
走
型
の
経
営
発
達

支
援
体
制
を
整
え
、
様
々
な
相

談
に
応
じ
て
い
る
。

　
経
営
指
導
員
等
に
よ
る
個
人

事
業
者
を
対
象
と
し
た
記
帳
指

導
や
税
務
申
告
に
関
す
る
サ
ポ

ー
ト
な
ど
も
行
っ
て
お
り
、
２

月

日
（
木
）
か
ら
始
ま
っ
た

令
和
４
年
分
の
所
得
税
等
の
確

定
申
告
に
関
す
る
相
談
に
は
連

日
多
く
の
事
業
者
が
訪
れ
て
い

る
。

　
令
和
４
年
分
の
所
得
税
や
贈

与
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
は

本
日
が
期
限
で
、
個
人
事
業
者

の
消
費
税
等
に
関
す
る
申
告
・

納
付
は

日
（
金
）
ま
で
。

　
国
税
庁
で
は
混
雑
緩
和
の
た

め
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
推

奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
場
で

申
告
す
る
場
合
は
入
場
整
理
券

が
必
要
で
、
申
告
会
場
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

も
事
前
取
得
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
当
所
で
は
、
確
定
申
告
の
相

談
と
併
せ
て
、
今
年

月
か
ら

開
始
さ
れ
る
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
（
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
に
つ
い
て
、
制
度
導
入

に
向
け
て
、
取
引
先
や
個
別
の

対
応
状
況
な
ど
に
つ
い
て
早
め

の
確
認
や
準
備
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　

日
（
月
）
に
は
、
北
海
道

税
理
士
会
釧
路
支
部
の
地
元
税

理
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
実

施
す
る
（
詳
細
は
左
記
）
。

　
な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事

業
者
に
な
る
た
め
に
は
、
所
轄

す
る
税
務
署
長
へ
登
録
申
請
を

提
出
し
、
登
録
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、
随
時
登
録
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
そ
の
ほ

か
経
営
に
関
す
る
ご
相
談
は
当

所
地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）

４
１
４
３
ま
で
。
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北
海
道
の
物
流
を
支
え
る
鉄

道
輸
送
の
会
（
見
延
和
俊
会
長
）

主
催
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連

合
会
（
＝
道
商
連
）
、
当
所
な

ど
が
後
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
『
物

流
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

釧
根
地
域
の
将
来
に
向
け
〜
』

が

日
（
金
）
開
催
さ
れ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
海
道
の

物
流
が
抱
え
る
問
題
や
現
状
を

広
く
周
知
す
る
た
め
、
北
海
商

科
大
学
の
相
浦
宣
徳
教
授
を
講

師
に
招
き
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
見
延
会
長
が
「
物
流

は
暮
ら
し
と
経
済
を
支
え
、
社

会
に
流
れ
る
血
液
。
将
来
へ
の

影
響
や
課
題
解
決
に
何
が
重
要

か
考
え
な
が
ら
講
演
を
聞
い
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
の

ち
に
講
演
へ
移
り
、
相
浦
氏
が

３
つ
の
輸
送
モ
ー
ド
の
現
状
や

課
題
、
懸
念
さ
れ
る
影
響
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
は
、
運
転

手
不
足
に
加
え
、
２
０
２
４
年

問
題
で
更
な
る
輸
送
力
の
低
下

や
運
賃
の
上
昇
、
配
送
地
域
の

選
択
が
加
速
す
る
可
能
性
が
あ

る
ほ
か
、
船
舶
・
港
湾
輸
送
に

お
い
て
は
、
担
い
手
不
足
や
陸

路
へ
積
替
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の
確

保
が
困
難
と
な
り
輸
送
力
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
鉄
道
貨
物
輸
送
で

は
、
北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
に
よ
る
輸
送
力
低
下
や
走
行

時
間
の
制
限
に
伴
う
需
要
と
の

乖
離
が
発
生
す
る
可
能
性
を
指

摘
し
た
。

　
相
浦
氏
は
対
策
と
し
て
「
物

流
・
小
売
・
卸
売
業
者
に
よ
る

物
流
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

共
創
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
優
し
い

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
」
と

し
「
消
費
者
は
地
元
店
舗
の
利

用
や
物
資
到
着
の
遅
延
な
ど
へ

の
許
容
が
必
要
」
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
道
商
連
副
会
頭
・
物

流
対
策
特
別
委
員
長
の
栗
林
定

正
当
所
会
頭
が
「
こ
の
ま
ま
で

は
物
を
送
る
、
手
に
入
れ
る
と

い
う
当
た
り
前
に
で
き
た
こ
と

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
。
北

海
道
が
離
島
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
危
機
感
を
示
し
「
北

海
道
を
持
続
可
能
な
地
域
に
し

て
い
く
た
め
声
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
必
要
」
と
訴
え
た
。
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冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
栗
林
定

正
当
所
会
頭
は
、
現
在
開
催
さ

れ
て
い
る
〝
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
〞
の
様
子

に
つ
い
て
、
フ
ァ
ン
の
熱
気
や

場
内
の
雰
囲
気
が
コ
ロ
ナ
前
の

ス
タ
イ
ル
に
戻
っ
て
い
る
と
話

し
「
当
地
域
に
お
い
て
も
今
以

上
に
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
不
安
や

心
配
を
払
拭
し
て
い
く
た
め
の

意
識
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
催
し
を
促

し
、
地
域
活
性
化
、
賑
わ
い
創

出
に
向
け
た
動
き
を
加
速
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
「
次
年
度
は
、
年
度
当

初
か
ら
括
り
な
く
活
動
を
行
っ

て
い
け
る
こ
と
か
ら
、
経
済
の

再
生
、
回
復
、
発
展
に
つ
な
げ

る
重
要
な
転
換
期
に
な
る
」
と

し
、
出
席
者
へ
忌
憚
の
な
い
意

見
を
求
め
た
。

　
会
議
で
は
、
事
業
経
過
や
人

事
異
動
に
伴
う
議
員
職
務
執
行

者
の
変
更
に
つ
い
て
報
告
が
行

わ
れ
た
の
ち
議
事
に
入
り
、
令

和
４
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）

の
ほ
か
、
部
会
・
委
員
会
で
協

議
を
重
ね
て
き
た
令
和
５
年
度

事
業
計
画
（
案
）
、
収
支
予
算

（
案
）
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ

た
。

　
続
い
て
、
東
北
海
道
商
工
会

議
所
連
絡
協
議
会
へ
提
出
す
る

要
望
項
目
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き
た

項
目
に
加
え
、
部
会
や
委
員
会

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に

新
た
に
６
件
を
追
加
し
、
承
認

さ
れ
た
。

　
今
回
承
認
さ
れ
た
要
望
項
目

に
つ
い
て
は
、
５
月
に
釧
路
で

開
催
さ
れ
る
『
第
１
０
１
回
東

北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡
協
議

会
』
で
他
の
地
域
の
懸
案
事
項

と
と
も
に
審
議
し
た
の
ち
、
課

題
解
決
へ
向
け
関
係
機
関
や
行

政
な
ど
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

　
な
お
、
今
回
承
認
さ
れ
た
議

案
は
、
今
月
末
に
開
催
す
る
通

常
議
員
総
会
で
審
議
さ
れ
る
。


